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先週は米国の感謝祭前に円高の動きとなりましたがトレンドはドル高トレンドが崩れたわけではな

いので、ポジションが軽くなった分、新たにドル高円安の動きが出てくる可能性があります。 

各国が利上げの最終局面に入ってきていることから流れに変化が出てくるかもしれません。 

利下げ時期は不透明ですが、マーケットでは来年には米国も欧州も利下げに転じる可能性を意識し

始めています。 

世界的なインフレは数字で見ると落ち着きつつあり、原油価格も 10月以降下げてきています。 

心配されていた米国の長期金利の上昇もおさまってくると株にとっては追い風となり、年末にかけ

てリスクオンムードになっていくかもしれません。 

ただし、日本はまだ金融緩和を維持していますが来年はどうなるかわからないため長期的にドル高

円安が続くと考えるのはリスクが高いといえます。 

ドル／円が 150円を超える水準では慎重な取引をこころがけたいです。 

株価も１０月の水準から大きく上昇し、日経平均は今年の高値に迫る水準まで戻しています。 

このまま 12月にかけて上昇が続くのか、一度大きく調整するかはわかりませんが 11月末から 12

月前半はマーケットが大きく動く年も多く、年内に大きな動きが出るリスクを意識しながらトレード

したいです。 

今週は米国ではGDPの改定値や個人消費支出、ＩＳＭ製造業景況指数などの発表があります。 

地政学リスクや最近あまり話題にならないですが中国の不動産バブル崩壊など不安材料もあるた

めニュース次第では流れが大きく変わっていくかもしれません。 

また、3月に大騒ぎした米国の銀行破綻ですが、利上げで米国債の評価損が増えることで、再び財

務状況の厳しい銀行が経営難に陥るなどの問題が出てくるかもしれません。 

すでに先進国もリーマン・ショック前の水準あたりまで金利を上げている国も多く、今後は金利上昇

による経済や債券市場への影響も注意深く見ていく必要があります。 

 

 

● テクニカルで見た重要ポイントは？ 

 

＜ドル／円＞ 

 

先週は１４7円台まで下落した後、149円台まで戻してマーケットが終わっています。 

テクニカル的には、10月末から 2度ほど１５１円台後半をつけているためダブルトップの形になる

かどうかも注意してみていきたいです。 

まずは、週明けに順調に 150円を超えていくかどうかがポイントです。 



 

 

150円を超えると１５０．８円あたりが抵抗として意識されます。 

ここも超えると再度 151．9円あたりが視野に入ってきます。 

下値は１４８．８円を割り込んでくると、再度 147円台まで下がるリスクが出てきます。 

しばらくは、１４８－１５１円程度のレンジを中心に狭い動きになる可能性もあります。 

下がったところを狙って買って、利益確定をどこでするかもしっかり考えてトレードしたいです。 

 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

先週後半にかけて大きく上昇してきているペアも多く、このまま上昇が続くかどうかです。 

ポンドは高値更新の動きとなりましたが高値を追いかけるのはリスクが高いので、買う場合は下が

ったところを狙いたいです。中期的にはまだ高値更新していく可能性があります。 

ユーロや豪ドルは 11月中旬の高値を再度試す動きが出そうです。 

ドルに対して、ユーロやオセアニア通貨は 10月以降は強い動きになってきているので、ユーロ／ド

ルや豪ドル／ドルの上昇が続くかどうかも見ておくとよさそうです。 

南アフリカのランドも下げ止まったように見えるので、今週は買いを考えたいです。 

  

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

 

＜今週のファンダメンタル？＞ 

 

日本では１０月鉱工業生産などがあります。 

米国では 10月新築住宅販売件数、9月ケース・シラー米住宅価格指数、11月消費者信頼感指数、

１１月リッチモンド連銀製造業指数、７－９月期ＧＤＰ(改定値)、米地区連銀経済報告（ベージュブッ

ク）、前週分新規失業保険申請件数、１０月個人消費支出、１１月シカゴ購買部協会景気指数、１０月

住宅販売保留指数、１１月製造業ＰＭＩ（改定値）、１１月ＩＳＭ製造業景況指数、パウエル・ＦＲＢ議長発

言などが発表されます。 

欧州ではユーロ圏とドイツで１１月消費者物価指数、１１月製造業ＰＭＩ（改定値）、ユーロ圏で１１月消

費者信頼感指数などがあります。 

ほかにはニュージーランドで政策金利、カナダで 7－9月期 GDP、中国で製造業ＰＭＩの発表など

があります。 


